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会員/ 74名　出席/ 50名　出席率/67.57%
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例会場：サンパレス福島 〒960-8101 福島県福島市上町 4-30　TEL024-523-3811( 代 )   FAX024-523-0375

福島南ロータリークラブ会報

月 日 (水)2 8
例会場：福島サンパレス

平成２9年

RI会長　ジョンF.ジャーム　テーマ「人類に奉仕するロータリー」
RI第2530地区ガバナー　佐久間 英一
福島南ロータリークラブ　会長　佐久間 功　幹事　横山 りつ子

目標「明るく、元気に広がる奉仕の輪」

2016-2017 年度　福島南ロータリクラブ会長

佐久間 功　会長

戦略計画委員会

菅原 節子　副委員長

会長挨拶

　皆さんこんにちは、昨日、第一分区の会長幹事会が二本松市で行われました。会議の
中で善方ガバナー補佐が強調されたのは、会長賞へのチャレンジです。ダッシュボード
によりますと、第 2530地区内では、第一分区の各クラブが健闘していますが、達成ま
ではいくつかの項目を満たさなければなりませんので、是非奮闘してほしいとの事でし
た。又、IMについては、ホストクラブの福島中央RCから詳しい説明がありましたが、
今回は趣向を凝らした内容になって居ますので、参加される方は内容をよく理解された
方が良いと思います。

　大橋パストガバナーが先日大火災にあった糸魚川市のロータリークラブへ訪問され、その際、大火災の被害状況をまとめた
報告書をと会報を頂いてこられました。クラブ事務所で閲覧できますので事務所へお立ち寄りの時はご覧いただければと思い
ます。
　日野皓正復興支援ライブのポスター・チラシが出来上がりました。会員の皆様のお店や事務所に掲示し大いに PRをお願い
します。チケットは出来次第配布いたします。
　本日のクラブフォーラムは、規定審議会の変更に基づいた内容の討議です。皆様のご意見を伺い、クラブとしての対応の資
料にいたしますので、活発なご意見をお聞かせくださいますようお願いいたします。
　例会終了後は理事会がありますが、午後 4時から飯舘中学校飯野仮設校舎で、飯舘小中学校へ 25点以上の教材一式 (30 万
円相当 )を贈呈してまいります。その様子を新聞各社が取材に来ますので後日掲載されるかと思います。公共イメージの向上
になればと感じています。

2 月8 日（水）のプログラム
12:30 1 開会点鐘

2 ロータリーソング 「奉仕の理想」
3 ４つのテストの唱和
4 来訪者紹介と会長挨拶
5 スマイリングBOXの報告
6 ロータリーの友読みどころ
7 飯舘村教材贈呈式参加報告
8 県北第一分区IM参加報告
9 お食事をどうぞ　 
10 幹事報告
11 ｢福島南ロータリー文庫｣
 読書感想文発表
 校長先生の御挨拶・読書感想文発表　
12 クラブフォーラム
13 日野皓正復興ライブについて
14 各委員会報告
15 閉会点鐘

クラブフォーラム議題説明

クラブフォーラム資料説明

＜クラブフォーラム＞

＜２月誕生日お祝い＞

13:30

今後のプログラム 地区情報・第一分区・関連情報
2月22日　(水 )　第31回例会
 ・米山奨学金授与　　　
 ・会員スピーチ(丹治智幸会員)
 ・家族親睦旅行参加報告
3月1日（水）第32回例会　
 ・会員スピーチ（小坂 和也 会員）　
 ・会員スピーチ（熊田 治 会員）
 ・IMパネラー(県南分区)参加報告　
 　鈴木 洋子 会員
3月8日（水）第33回例会
 ・ロータリーの友読みどころ　　
 ・誕生祝い
 ・IMパネラー(東京RC)参加報告　
　　　髙橋 勇雄 会員
 ・クラブ協議会　
 　次年度委員会組織表発表
 　第10回理事会　PM1:40～

2月19日(日)
 地区チーム研修
2月19日(日)～21日(火 )
 家族親睦旅行
3月11日(土 )　
 あれこれなんでも相談会
 (福島中央RC・アオーゼ)
3月11・12日(土・日)　
 PETS会長エレクト研修セミナー(磐梯熱海)
3月18日(土 )　
 地区職業奉仕セミナー(磐梯熱海)
3月25日(土 )　
 県北第一・第二分区合同新会員
 　オリエンテーション(辰巳屋)
3月26日(日)　
 県北第一分区
 　親善ボーリング大会(カラシマ・PM2:00～)
3月26日(日)　
 日野皓正復興ライブ(市公会堂)

　皆様こんにちは。戦略計画委員会です。早速ですがクラブフォーラムを始めたいと思います。
　２０１６年４月、ＲＩの規定審議会において、クラブ運営に大幅な柔軟性を認める決定がなされま
した。本日はその中のいくつかの項目について、皆様からの意見をお聞きしようと思います。その前
に簡単にご説明致します。
　先ほど、クラブ運営に大幅な柔軟性を認める決定と申し上げましたが、その中には例会の頻度、場
所、方法、会員種類に関する変更が含まれます。ではなぜ、変更が必要なのかということですが、一

部の国や地域でロータリーが急成長している一方で、会員数の減少や会員平均年齢の高齢化といった問題に直面している国や地域があります。
　ロータリーでは、クラブ運営などに革新性を取り入れた試験的プログラムを１５年間実施したところ、一部の項目について、クラブが決定で
きる柔軟性が多ければ多いほどクラブに活気が生まれ、成長する傾向にあることが報告されています。
　今回の規定審議会の決定により、規定審議会か承認した新しいオプションを取り入れて、クラブ細則を修正することが可能となります。ただ
し、変更を選択しない場合は従来と同じ方法をとり続けることができます。
　では、資料の説明をいたします。全部で１１ページあります。１ページから３ページまでが概略説明です。その中に①、②、③と番号を振って
ある箇所が、本日、皆様から意見を頂く部分となります。
①　出席要件について②　例会頻度について③　入会金について
　尚、４ページから７ページまでがそれぞれ番号を振った箇所の詳細となります。これから少し時間を設けますので、資料をよく読んでいただ
いて忌憚のないご意見をいただけたらと思います。
　本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

　菅原節子副委員長からは右記資料の内容について、
概略が説明されました。

①出席要件、または出席要件を満たさなかった会員
の終結に関する方針を緩める（または厳しくする）
　※定款第７条　例会と出席に関する規定の例外
②クラブは、少なくとも月に２回、何らかの方法で
例会を行う限り、例会頻度を減らす事ができる。
　※定款第７条　例会と出席に関する規定の例外
③新会員からの入会金の徴収について
　※クラブ会員の入会金に関する箇所を削除する件

昭和 11年 2月 13日 斎藤浩　　会員

昭和 28年 2月 11日 横山りつ子会員

昭和 29年 2月 18日 関口冨美男会員

昭和 53年 2月 8日 菅野孝之　会員

昭和 29年 1月 8日 本田光男   会員  


